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１．概要（Summary） 

有機ペロブスカイト太陽電池は近年変換効率 23%を超

え、現在注目されている太陽電池である。本研究では有

機ペロブスカイト活性層の作製法と膜質の関係を調べ

た。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 薄膜 X線回折装置、X線光電子分

光装置 

【実験方法】 

有機ペロブスカイト膜の作製方法にはPbI2の形成を最

初に行う 2ステップ法と一気に成膜する 1 ステップ法があ

る。本研究では 2ステップ法における残留 PbI2層につい

て有機ペロブスカイト活性層の結晶性を評価した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

 

Fig.1 XRD patterns of perovskite layer: a) 2 step 

fabrication(top); b) PbI2+1 step fabrication(bottom). 

Fig. 1aは 2 ステップ法で作製したペロブスカイト薄膜

の X線回折である。PbI2の膜厚を 213nmから 66nmに

減少させたとき、ペロブスカイト層の膜厚は 316nm, 

130nm となる。前者の膜厚の増大率は 1.48倍、後者は

1.97倍であった。PbI2の結晶は六方晶であり、a = 0.459 

nm, c = 0.686 nm、一方ＣＨ3ＮＨ3PbI3は正方晶系で、a 

= 0.8849 nm, c = 1.2642 nmである。もしc軸方向でペロ

ブスカイト化されているならば、約 1.84倍の膜厚の増加が

考えられる。その意味では、PbI2の膜厚が薄い試料はうま

くペロブスカイト化が進んでいるが、厚い試料ではうまくで

きていない可能性がある。XRDから見積もった残留 PbI2

膜厚は 31.7 nm, 18.8 nmである。MAIのPbI2層への拡

散は単純ではないと思われる。1 ステップ法では PbI2層

は見られないので、組み合わせることにより残留PbI2層の

影響を検討することを試みた。Fig. 1bはPbI2層を形成後

1 ステップ法でペロブスカイト層を形成した試料であるが、

同程度のPbI2層を形成したにもかかわらず、XRDでは残

留 PbI2層は認められなった。 
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